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� はじめに
新聞，雑誌や書籍など旧来の紙に印刷された「活字」

を読むということに割く時間を「読書」する時間と定
義するのであれば，「活字離れ」や「読書離れ」は確実に
進んでいる ���．一方で，ネットワークに接続可能なパ
ソコン（��）や携帯電話が普及しているため，ディス
プレイに表示される文字を読む機会は増えており，我々
は，インターネットが普及する以前 ���年前	に比較し，
多くの文字を読んでいるといわれている ���．具体的に
は，文献 �
�では，��	ニュースなどの報道情報を日常
的に入手しているメディアとしては「��でのウェブサ
イト閲覧 ��
��  	」が「新聞 �����  	」を超え，「��

（���� ）」に近づいている， ��	「��や携帯電話への
メールマガジン �����  	」が「ラジオ ����� 	」を超
え，「携帯電話でのウェブサイト閲覧 ����� 	」や「家族
や知人からのメールや通話（���� ）」が「雑誌 ����


	」や「電車内などの広告（���
 ）」を超えている，
�
	
�歳未満は携帯（ケータイが適切か）でも知り，
�

～��歳は ��で知り，��歳以上は新聞・ラジオ・��で
知る，という結果が報告されている．
ディスプレイに表示される文字を読むことについて

は興味深い調査結果がある．音楽を聴きながら，ある
いはテレビを観ながら勉強するという「ながら勉強」な
らぬ，「ながらデバイス」という現象である．例えば，文
献 ���は，「年齢に関係なく大部分の米国人は，一日 ���

時間以上を，��，��，携帯電話の画面を見ており，こ
れらの画面の複数を同時に利用することが頻繁にある，
と指摘している．
このように人々のメディアやディスプレイへの接し

方が大きく変化している中，新たなディスプレイが生
活に入り込みつつある．アマゾン社の ������やアップ
ル社の ����等の電子書籍用端末あるいは書籍端末とし
て利用できるデバイスである ��� ��．また，����年 ��

月には，����年までに全小中学生にデジタル教科書を
持つ環境構築を目指すため，デジタル教科書教材協議
会 ���が発足し，電子書籍を学校教育に利用するという
実証実験を行うことが決定した．一方で，「デジタル教
科書」の導入については十二分な教育的な効果の議論
が必要であるとの指摘もある ���．また，情報処理学会
も属する理数系学会教育問題連絡会が「「デジタル教科
書」推進に際してのチェックリストの提案と要望」���

を提言している．
デジタル教科書が導入されることを待つまでもなく，

多くの大学生が所有するノート �� やスマートフォン
は，電子書籍用アプリケーション �例えば，������ ���

�� !�"� ������ ��� ��#���）をインスートルすれば，広
義な電子書籍端末デバイスとして利用することができ
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る．つまり，大学生の �� やスマートフォンの所有率
を考慮すると，大学生の大多数が，現時点でも電子書
籍を読む環境にあると推察される．我が国においては，
大学において電子書籍用端末が，講義やゼミにおける
テキストあるいは参考文献を読むためのデバイスとし
て利用されることが予想される．そこで，本研究では，
電子書籍用端末の大学講義での利用について検討をす
る．以下，�節では電子書籍の一般的な特徴について，

節ではアフォーダンスの視点からの特徴について検
討し，�節でまとめる．

� 電子書籍用端末の一般的な長所・短所
一般的に電子書籍の長所は，��	書籍保管のためのス

ペース不要，��	低価格（印刷製本，在庫管理，配送コ
ストが不要なため），�
	検索機能，��	自然環境に良い
�紙が不要），��	すぐに読むことができる �ネットワーク
に接続できれば $書籍データ%をダウンロードできる），
��	在庫切れという概念がない，等である．��	により，
複数個の紙版辞書を一つの電子辞書で代替可能となっ
たことと同様のことであり，複数の講義のテキストや
参考文献を，重量を気にせず持ち歩くことができるよ
うになる．��	に関し，洋書は安価に購入することがで
きるため，外書購読などには向いている．�
	により，
一冊の書籍の中身の検索のみならず，複数の書籍を横
断的に検索することが可能になる．
他方，短所は，��	紙版の書籍に慣れている場合，読

みづらい，�&	重い，�"	所有の喜びがない等である．��	

については，現代の大学世代は，小中高の時代から，携
帯電話のディスプレイに親しんできているため，抵抗
がないようである．�&	は，複数の本を持ち歩くことを
考えると軽いのであるが，一冊の本と考えればまだま
だ重いということを意味する．�"	は，本をコレクショ
ンとして考えている人，装丁などを楽しむ人にとって
は，電子書籍は価値が無くなることを意味する．電子
書籍であるから中古本として売るということは難しく
なる．

� アフォーダンスという視点
���紙と熟読・理解
電子書籍の普及とは別にビジネス書類の電子化も進

展している．ただし，完全電子化ではなく，紙との併
存の時代が続くことが予想されている．理由は以下の
�種類の紙のアフォーダンス ����：�「めくる」とい
う手を使う行為が，同時に全体のあたりをつける（ナ
ビゲーション）思考行為と連動しやすい，�同時に何
種もの書類を参照しやすい，�紙ならコメントなどの
書き込みがしやすい，�読みながら書き込むといった，
知識ワーカーに特有な作業がしやすい，が存在するか
である．ここで，アフォーダンスとは“物の持つ物理
的特性（形，色，材質など）が，物体を利用する人に
対して，その物体自身をどのように取り扱ったら良い
かについてのメッセージを発信している”という考え
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方である ����

�～�に関連して，文献 ����では，電子書籍に比較
し，紙の書籍の方が優れていることとして，��	文章を
「熟読しながら深く理解する読み」の場合，��	複数の
ページを頻繁に行き来する読みの場合，�
	複数文書を
参照したり比較するといったことが頻繁に生じる読み
の場合，を指摘している．
大学の学部レベルの講義においては，複数のテキス

トや参考文献を調査するというよりも「�少量で良いか
ら）テキストを熟読し，深く理解する読み」をするこ
とが求められる ��
� ���．そのため，学部レベルの講義
では紙版のテキストの方が，適切であると考えられる．
一方で，講義によっては多くの参考文献を網羅的に調
査するような場合もある．その場合は，電子書籍を利
用することは有益であろう．ただし，米国の大学の事
例ではあるが，ハイライトや本への書き込みがしずら
い点を問題点として指摘している ����

���ながらデバイス
さて，無線 '()に接続されたノート ��を利用する

ことを考えよう．インターネットへ接続できる端末は，
講義中や学習中であっても「インターネットへ接続し
ネットサーフィンをしたい」や「友人から届いた電子
メールに対応したい」ということをアフォードする可
能性がある．そこで，「ながらデバイス」への誘惑につ
いて，検証するために，情報科学を専攻する研究室配
属学生（大学院生：�名，学部 �年生：
名，学部 
年
生：
名）に「メディアのながら利用」について議論し
た結果，以下の �種配に分別できることがわかった．
��能動的必要利用：主行動として ��や ��と接し

ているのであるが，不明箇所があったたため，積極的
に不明箇所や関連情報を検索サイトを利用して検索す
る．災害や事件などの突発情報を，��で知り，詳細情
報を ��で閲覧などが相当する．
��能動的誘惑利用：主行動として ��で文書を書い

ているが，気になることを思い出し，作成文書とは全
く関係ないサイトを見てしまう．
��受動的必要利用：主行動として ��や ��と接して

いるのであるが，メーリングリストや友人からのメッ
セージが携帯電話に届き，比較的重要な事項のため，主
行動を中断し，直ぐにリプライを返す．
��受動的誘惑利用：主行動として��や ��と接して

いるのであるが，メーリングリストや友人からのメッ
セージが携帯電話に届き，後で返事を返せば良い事項
であるが，主行動を中断し積極的に対応してしまう．
大多数の学生が，�や �のような利用状況を理想し

ているのであるが，実態は �や �のような行動をとっ
てしまうことが多いと述べている．特に，研究室配属
後，昼間であっても研究室では常時 ��に接している
時間が長いこともあり，�や �のような行動が増加し
たという学生も多く，周囲にも増加しているようであ
る．スマートフォンが普及すると，研究室に配属され
る前から，このような学生が増えるのではないかとい
う意見もあった．
スマートフォンは，そもそもネットワークへのアクセ

スをしやすいように設計されている．ネットワークへ
のアクセスをアフォードしているのである．しかしな
がら，大学での講義についてのテキストの役割は「熟読

し，深く理解する」ための道具であるはずである．むし
ろ紙版のテキストの方が現時点では，大学の講義での
利用には向いているようである．米国の例ではあるが，
文献 ���では，講義室において情報機器を利用しない講
義（$*��"# ��+��% ,�*#�-* "�!.-*��/ �� *#� "��//���!%）
の試みも紹介されている．

� おわりに
大学において電子書籍用端末が，講義やゼミにおけ

るテキストあるいは参考文献を読むためのデバイスと
して利用することの問題点について検討した．デバイ
スは日々深化するためそのアフォーダンスやユーザビ
リティのパフォーマンスはますます改善されるであろ
う．しかしながら，電子書籍を利用することにより「熟
読し，深く理解する」ということが達成しづらくなっ
たり，「ながらメディア」ができてしまうことによる弊
害が問題となることがわかった．大学生がどこまでこ
の便利なデバイスと付き合うことができるかを，セル
フマネジメント �広義の情報リテラシー）できるかが重
要な課題となるであろう．今後は「ながらメディア」の
効用について研究を進めたい．
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